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▲誰もが安心して暮らせる京都市に向け活発な議論

▲山崎課長

▲松井孝治さん

府
本
部
新
年
旗
び
ら
き

日
時 

１
月
１１
日（
木
）１８
：
００
開
会

場
所 

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

　

府
本
部
は
１１
月
１７
日
、
京

都
府
自
治
振
興
課
と
１０
月
２６

日
に
提
出
し
た
「
２
０
２
３

自
治
体
賃
金
確
定
要
求
書
」

に
つ
い
て
回
答
交
渉
を
行
っ

た
。
交
渉
で
は
、
賃
金
改
善

や
人
員
確
保
、
３６
協
定
の
締

結
を
含
め
た
働
き
方
改
革
の

推
進
等
に
つ
い
て
府
の
見
解

を
引
き
出
す
と
と
も
に
、
市

町
村
へ
の
適
切
な
助
言
を
求

め
た
。
府
本
部
は
６
人
、
京

都
府
は
４
人
が
出
席
し
た
。

◆
賃
金
・
諸
手
当

　

山
崎
課
長
は
府
民
目
線
を

重
視
し
て
各
市
町
村
に
も
助

言
を
行
う
の
が
基
本
と
し
な

が
ら
、
労
使
関
係
ル
ー
ル
に

つ
い
て
は
「
十
分
な
労
使
交

　

冒
頭
、
京
都
自
治
総
研
理

事
長
で
京
都
市
の
財
政
と
都

市
経
営
を
考
え
る
研
究
会
座

長
の
龍
谷
大
学
政
策
学
部
・

只
友
景
士
教
授
か
ら
、
研
究

会
の
中
間
ま
と
め
を
報
告
し

な
が
ら
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
開
催
趣
旨
を
含
め
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
、
東
京
大
学
名

誉
教
授
で
経
済
学
者
の
神
野

直
彦
さ
ん
よ
り
、「
京
都
に

お
け
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

な
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
た

基
調
講
演
を
受
け
た
。

　

続
い
て
、
只
友
教
授
の
進

行
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

渉
が
な
さ
れ
て
職
員
団
体
の

理
解
を
得
て
行
わ
れ
る
べ

き
」
と
の
認
識
を
示
し
た
。

給
与
水
準
に
関
し
て
は
「
職

務
給
や
均
衡
の
原
則
を
踏
ま

え
て
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き

ョ
ン
を
実
施
。
京
都
市
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
思
い
を
話
し
た
。

　

門
川
市
長
「
神
野
先
生
の

話
を
聞
き
、
ま
す
ま
す
京
都

の
時
代
や
な
と
実
感
。
４
期

１６
年
の
任
期
中
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
や
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
に

も
強
気
で
臨
み
、
自
治
労
の

協
力
も
得
な
が
ら
財
政
収
支

均
衡
を
達
成
し
た
。
景
観
政

策
や
人
口
減
少
対
策
も
進

め
、
大
学
と
連
携
し
た
取
り

組
み
で
文
化
ゾ
ー
ン
の
形
成

を
推
進
。
京
都
の
魅
力
を
最

大
限
に
引
き
出
し
、
市
民
の

幸
福
と
成
長
戦
略
を
追
求
し

た
い
」
と
市
政
報
告
を
含
め

て
述
べ
た
。

　

神
野
教
授
「
三
位
一
体
改

革
の
失
敗
に
つ
い
て
、
身
近

な
と
こ
ろ
で
自
分
た
ち
の
社

会
を
作
る
と
い
う
目
的
で
出

適
切
に
判
断
す
る
よ
う
に
お

願
い
す
る
」
と
し
た
。
最
低

賃
金
に
つ
い
て
、「
地
方
公

務
員
給
与
に
直
接
適
用
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
が
、
地
域

の
給
与
を
決
定
す
る
指
標
に

な
る
の
で
そ
の
観
点
か
ら
市

町
村
に
も
助
言
を
行
う
」
と

話
し
た
。
地
域
手
当
に
つ
い

て
は
、「
２
０
２
４
年
度
に

見
直
し
が
予
定
さ
れ
て
お
り

状
況
を
注
視
し
た
い
」
と
言

及
し
た
。

　

府
本
部
か
ら
は
、
人
員
確

保
の
観
点
か
ら
近
隣
自
治
体

で
初
任
給
格
付
け
を
併
せ
る

こ
と
に
つ
い
て
訴
え
、「
市

町
村
の
事
情
も
あ
る
と
思
う

が
、
実
態
に
あ
わ
せ
て
判
断

発
し
た
の
に
、
財
政
規
模
を

縮
小
す
る
た
め
に
分
権
を
進

め
る
と
い
う
流
れ
に
な
っ
た

と
反
省
。
国
の
政
策
が
失
敗

す
る
と
地
方
が
ど
れ
だ
け
努

力
し
て
も
難
し
く
、
景
観
政

策
や
環
境
調
和
、
文
化
そ
し

て
子
ど
も
を
主
体
に
考
え
る

ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
目
的
と

手
段
を
正
し
く
結
び
つ
け
る

こ
と
が
重
要
だ
」と
語
っ
た
。

　

岡
本
委
員
長
は
、「
市
民

が
進
め
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
な
京
都
に
向
け
、
地
域
の

事
業
を
紹
介
し
住
み
や
す
い

町
づ
く
り
の
重
要
性
」
を
強

調
。
ま
た
、「
今
年
の
人
勧

で
公
務
員
の
採
用
試
験
受
験

者
減
少
と
若
年
層
離
職
の
増

加
が
言
及
さ
れ
た
。
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
の
土
台
と
な
る

環
境
整
備
の
た
め
、
や
る
気

を
」
と
回
答
を
受
け
た
。
ま

た
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
１
０

０
未
満
の
自
治
体
も
人
材
確

保
の
面
か
ら
１
０
０
に
近
づ

け
る
よ
う
全
体
の
底
上
げ
を

求
め
た
。

◆
会
計
年
度
任
用
職
員
の
処

遇
改
善

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤

勉
手
当
に
つ
い
て
、
地
方
自

治
法
改
正
主
旨
に
基
づ
き

「
適
切
に
支
給
さ
れ
る
よ
う

助
言
し
て
い
る
」
と
回
答
。

人
勧
に
基
づ
く
給
与
改
定
の

実
施
時
期
も
「
常
勤
職
員
と

の
均
衡
を
図
る
こ
と
と
し
、

国
や
府
の
取
り
扱
い
を
参
考

に
、
適
切
に
対
応
を
」
と
述

べ
、
会
計
年
度
任
用
職
員
へ

や
や
り
が
い
の
あ
る
働
き
や

す
い
職
場
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
る
」
と
訴
え
た
。

　

神
野
氏
は
、
ま
と
め
と
し

て
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
づ
く

り
に
積
極
的
に
関
与
し
、
ビ

ジ
ョ
ン
を
持
ち
、論
理
的
な
対

話
を
通
じ
て
政
策
を
純
化
さ

せ
る
努
力
が
重
要
で
あ
り
、

「
存
在
欲
求
」
と
他
者
と
の

交
流
を
通
じ
て
自
己
の
意
見

を
深
化
さ
せ
る
こ
と
が
不
可

欠
だ
」と
訴
え
、閉
会
し
た
。

　

ま
た
、
市
長
選
挙
に
出
馬

を
予
定
し
て
い
る
松
井
孝
治

氏
も
登
壇
。
松
井
氏
は
、「
金

銭
的
対
価
で
は
な
く
、
地
域

が
社
会
に
貢
献
す
る
視
点
が

大
切
で
、
他
者
を
助
け
社
会

の
た
め
に
貢
献
す
る
こ
と
が

個
々
の
喜
び
と
な
る
社
会
を

つ
く
る
こ
と
が
必
要
。
門
川

市
長
の
経
験
を
通
じ
て
、
伝

統
的
な
地
域
教
育
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
成
功

が
、
喜
び
や
伝
統
に
根
ざ
し

た
地
域
づ
く
り
に
寄
与
し
て

の
人
勧
適
用
に
つ
い
て
も
４

月
遡
及
を
含
め
、
常
勤
職
員

に
準
ず
る
こ
と
が
基
本
で
あ

る
と
の
認
識
を
明
ら
か
に
し

た
。
ま
た
病
気
休
暇
等
休
暇

制
度
に
つ
い
て
、
国
の
制
度

に
あ
わ
せ
て
有
給
で
の
病
気

休
暇
の
取
得
が
で
き
る
よ
う

各
市
町
村
に
助
言
し
て
い
く

と
回
答
し
た
。

　

府
本
部
は
、「
近
畿
の
他

府
県
で
は
一
般
市
も
含
め
４

月
遡
及
し
て
い
る
自
治
体
が

多
い
。
国
も
予
算
措
置
す
る

　

来
年
１
月
２１
日
告
示
、
２

月
４
日
投
開
票
で
行
わ
れ
る

京
都
市
長
選
挙
に
つ
い
て
、

府
本
部
は
１２
月
８
日
付
け
の

執
行
委
員
会
で
新
人
の
松
井

い
る
。
自
治
体
運
営
や
住
民

参
加
型
ア
プ
ロ
ー
チ
の
手
法

な
ど
、
社
会
制
度
と
し
て
の

と
言
及
し
て
い
る
の
で
、
府

内
自
治
体
に
遡
及
措
置
す
る

よ
う
助
言
を
お
願
い
し
た

い
」
と
訴
え
た
。

◆
指
定
管
理
職
場
や
委
託
職

場
で
働
く
労
働
者
の
処
遇
改

善
　

原
材
料
価
格
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
コ
ス
ト
等
の
上
昇
に
よ

り
、
指
定
管
理
者
や
委
託
業

者
の
経
費
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
府
は
「
原
材

料
お
よ
び
人
件
費
等
最
新
の

実
勢
価
格
を
踏
ま
え
適
切
適

正
な
対
策
を
講
じ
る
よ
う
市

町
村
に
助
言
し
て
い
る
。
自

治
体
と
指
定
管
理
者
と
の
間

で
取
り
扱
い
が
明
確
に
な
っ

て
い
な
い
場
合
も
必
要
に
応

孝
治
さ
ん
の
推
薦
を
決
定
し

た
。

　

組
合
員
の
み
な
さ
ん
の
圧

倒
的
な
ご
支
持
・
ご
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。

シ
ス
テ
ム
化
や
住
民
の
発
意

の
活
用
が
必
要
だ
」
と
決
意

を
述
べ
た
。

じ
て
適
切
に
助
言
す
る
」
と

述
べ
た
。
府
本
部
か
ら
は
他

県
で
の
給
食
委
託
業
者
の
倒

産
を
例
に
「
住
民
の
不
利
益

に
な
ら
な
い
よ
う
各
自
治
体

に
周
知
を
お
願
い
し
た
い
。

材
料
費
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス

ト
の
上
昇
分
だ
け
で
な
く
、

最
低
賃
金
引
上
げ
等
に
よ
る

人
件
費
の
増
加
分
も
し
っ
か

り
契
約
に
含
め
る
よ
う
あ
ら

た
め
て
確
認
を
」と
求
め
た
。

　

そ
の
他
、
３６
協
定
の
締
結

や
人
事
評
価
制
度
、
仕
事
と

治
療
の
両
立
、
採
用
試
験
の

在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
交
渉
を
終
え

た
。

　
「
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
」
は
、
政
府
が

推
進
す
る
「
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
・
エ
コ

ノ
ミ
ー
」
の
一
環

と
し
て
こ
の
間
社
会
実
験
が

実
施
さ
れ
て
き
た
▼
住
民
の

移
動
手
段
の
確
保
が
困
難
な

過
疎
地
に
お
い
て
「
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
」
は
問
題
解
決
の
特

効
薬
か
の
よ
う
に
い
わ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、「
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
」
事
業
者
の
本
当
の

目
的
は
過
疎
地
で
の
営
業
で

は
な
い
。
過
疎
地
で
の
成
功

体
験
を
元
に
、
よ
り
収
益
性

の
高
い
都
市
部
へ
進
出
す
る

こ
と
で
あ
り
、
収
益
性
の
低

い
過
疎
地
は
早
々
に
切
り
捨

て
ら
れ
る
▼
安
全
性
の
確
保

と
い
う
観
点
か
ら
も
問
題
が

あ
る
。
海
外
で
は
、
交
通
事

故
・
性
犯
罪
・
強
盗
・
傷
害

や
殺
人
の
多
発
、
不
明
瞭
な

料
金
等
の
理
由
か
ら
先
進
国

の
８
割
が
禁
止
し
て
い
る
。

交
通
機
関
に
お
い
て
は
、
安

全
性
の
確
保
が
何
よ
り
重
要

で
あ
る
。
運
行
管
理
や
車
両

整
備
等
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
任

せ
と
な
る「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」

で
は
、
利
用
者
の
安
全
が
な

い
が
し
ろ
に
さ
れ
る
恐
れ
が

あ
る
▼
安
易
か
つ
無
原
則
な

「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」
の
導
入

は
、
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て

き
た
公
共
交
通
の
あ
り
方
を

根
本
か
ら
覆
し
か
ね
な
い
。

今
、
求
め
ら
れ
る
の
は
、
真

に
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の

確
立
で
あ
る
。�

（
文
）

　
京
都
地
方
自
治
総
合
研
究
所
は
１１
月
２４
日
、
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京

都
に
て
京
都
自
治
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。「
京
都
市
に
お
け
る

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
、
神
野
直

彦
東
京
大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
基
調
講
演
と
、
門
川
京
都
市
長
、
神
野

教
授
、
岡
本
府
本
部
委
員
長
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実

施
し
た
。
参
加
者
は
組
合
員
や
自
治
体
議
員
な
ど
約
９０
人
。

京都府自治振興課交渉

会計年度任用職員の人勧実施

府「4月遡及が基本」

松井孝治さん
63歳。無所属。元参議院議
員、元内閣官房副長官。

京都市長
選挙

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

松
井
孝
治
さん
を
推
薦
決
定
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年末年始・書記局閉局のお知らせ年末年始・書記局閉局のお知らせ
府本部・共済府支部の閉局は下記のとおり

書記局閉局 １２月２9日（金）～１月3日（水）
じちろうマイカー共済・住宅災害
共済事由発生時の連絡先（24時間・365日受付）

■住宅損害受付センター

■じちろうマイカー共済
事故受付

ロード
サービス

0120-0889-24
0120-889-376
0120-131-459

　

府
本
部
公
企
評
は
１１
月
１７

日
、
府
本
部
会
議
室
で
第
４５

回
総
会
を
開
催
。
委
任
状
を

含
む
４
単
組
１５
人
が
参
加
し

た
。
冒
頭
、
上
田
議
長
（
宇

治
田
原
町
職
）
は
、「
公
企

職
場
は
人
員
不
足
に
伴
う
技

術
継
承
や
水
道
、
下
水
道
の

広
域
化
・
共
同
化
な
ど
様
々

な
課
題
が
あ
る
。
府
本
部
公

企
評
に
結
集
し
課
題
解
決
に

　

府
本
部
現
評
は
１２
月
６

日
、
京
都
テ
ル
サ
で
第
６０
回

定
期
大
会
を
開
催
。
向
こ
う

一
年
間
の
活
動
方
針
を
確
認

し
た
。
参
加
者
は
代
議
員
や

向
け
取
り
組
も
う
」
と
あ
い

さ
つ
。
川
戸
府
本
部
副
委
員

長
、
松
本
地
連
公
企
評
事
務

局
長
か
ら
激
励
の
あ
い
さ
つ

を
受
け
た
。
議
事
に
入
り
、

経
過
報
告
と
活
動
方
針
案
、

役
員
体
制
案
が
承
認
さ
れ

た
。
新
議
長
・
滝
川
弘
太
郎

さ
ん
（
京
田
辺
市
職
）、
事

務
局
長
・
住
吉
晃
汰
さ
ん

（
八
幡
市
職
労
）。

　

総
会
後
は
、
松
本
晃
和
地

連
公
企
評
事
務
局
長
を
講
師

に
「
公
企
評
を
取
り
巻
く
情

勢
と
課
題
」
と
題
し
た
学
習

会
を
開
催
。
講
師
は
「
公
企

職
場
は
『
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ

ネ
』
が
不
足
し
、
人
員
確
保

と
技
術
継
承
を
含
め
た
人
材

育
成
が
喫
緊
の
課
題
。
あ
ら

ゆ
る
課
題
解
決
の
た
め
現
業

・
公
企
統
一
闘
争
に
結
集
し

よ
う
」
と
訴
え
た
。

幹
事
な
ど
７
単
組
４４
人
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
朝
岡
議

長
は
「
八
幡
市
で
は
応
援
し

て
き
た
川
田
新
市
長
が
誕
生

し
た
。
来
年
２
月
の
京
都
市

　

府
本
部
青
年
部
は
１１
月
１８

日
、
ハ
ー
ト
ピ
ア
京
都
で
第

５７
回
定
期
大
会
を
開
催
。
１０

単
組
４５
人
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し

て
小
笠
原
青
年
部
長
（
久
御

山
町
職
）
が
あ
い
さ
つ
。
続

け
て
岡
本
府
本
部
委
員
長
よ

り
激
励
の
あ
い
さ
つ
を
受
け

た
。
議
事
に
入
り
、
２
０
２

３
年
度
活
動
経
過
報
告
、
２

０
２
４
年
度
活
動
方
針
お
よ

び
役
員
体
制
が
提
案
さ
れ
、

す
べ
て
の
議
案
は
賛
成
多
数

で
可
決
・
承
認
さ
れ
た
。

長
選
挙
で
は
松
井
孝
治
さ
ん

が
予
定
候
補
と
し
て
活
動
し

て
い
る
。
府
本
部
現
評
の
仲

間
で
必
勝
に
向
け
取
り
組
み

を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
岡
本
府
本
部
委
員
長

か
ら
激
励
の
あ
い
さ
つ
を
受

け
た
。

　

議
事
に
入
り
、
執
行
部
か

ら
２
０
２
３
経
過
報
告
、
２

０
２
４
活
動
方
針
案
、
役
員

体
制
案
が
提
案
さ
れ
た
。
２

単
組
か
ら
の
質
疑
を
経
て
、

す
べ
て
の
議
案
は
拍
手
で
承

認
さ
れ
た
。
新
議
長
に
は
小

西
正
道
さ
ん
（
自
治
労
京
都

市
職
）
が
選
出
さ
れ
た
。

　

新
部
長
に
選
出
さ
れ
た
佐

野
賢
佑
さ
ん
（
国
保
労
組
）

は
、「
小
笠
原
前
部
長
は
常

任
委
員
一
人
一
人
を
気
に
か

け
な
が
ら
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
さ
れ
た
。
私
は
ま
だ

ま
だ
未
熟
だ
が
各
単
組
の
青

年
部
の
意
見
を
吸
い
上
げ
て

府
本
部
青
年
部
を
運
営
し
て

い
き
た
い
。
青
年
部
と
し
て

各
単
組
の
団
結
強
化
の
た
め

活
動
し
て
い
く
の
で
各
委
員

の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

府
本
部
町
村
職
評
議
会
は

１１
月
２２
日
、
ゆ
め
り
あ
う
じ

で
第
３１
回
定
期
総
会
を
開

催
。
４
単
組
９
人
が
参
加
し

　

府
本
部
臨
時
・
非
常
勤
等

職
員
評
議
会
は
１１
月
２６
日
、

府
本
部
会
議
室
で
第
３
回
総

会
を
開
催
。
５
単
組
１１
人
が

参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
臨
職
評
の
今
井
議

長
は
「
法
改
正
に
よ
り
会
計

年
度
任
用
職
員
に
も
勤
勉
手

当
が
支
給
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
各
自
治
体
で
の
条

例
化
や
人
勧
の
４
月
遡
及
な

た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
西
川

議
長
は
、「
昨
今
の
深
刻
な

円
安
や
物
価
上
昇
の
中
、
公

ど
課
題
も
多
い
。『
な
ん
か

お
か
し
い
』
と
思
う
私
た
ち

の
声
を
一
つ
一
つ
解
決
し
て

い
く
た
め
、
仲
間
を
増
や
し

て
取
り
組
み
を
進
め
よ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。
岡
本
府
本
部

委
員
長
か
ら
連
帯
の
あ
い
さ

つ
を
受
け
た
。

　

議
事
に
入
り
、
２
０
２
３

活
動
報
告
、
２
０
２
４
活
動

方
針
案
、
規
約
改
正
案
、
２

０
２
４
‐
２５
役
員
体
制
案
を

提
案
。
す
べ
て
の
議
案
は
拍

手
で
承
認
さ
れ
、
法
改
正
を

踏
ま
え
た
条
例
化
や
均
等
・

均
衡
待
遇
に
向
け
た
取
り
組

み
等
の
方
針
に
つ
い
て
確
認

し
た
。
最
後
に
小
林
副
議
長

の
発
声
に
よ
る
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
締
め
く
く
っ
た
。

　

総
会
後
は
、
場
所
を
移
動

し
美
味
し
い
ラ
ン
チ
を
食
べ

な
が
ら
意
見
交
換
し
た
。

務
員
へ
の
風
あ
た
り
は
強

く
、人
件
費
や
人
員
削
減
等
、

町
村
職
を
取
り
巻
く
情
勢
は

厳
し
い
。
府
本
部
町
村
評
に

結
集
し
、
人
員
や
予
算
の
確

保
、
労
働
条
件
改
善
に
向
け

要
求
・
交
渉
の
取
り
組
み
を

進
め
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

議
事
に
入
り
２
０
２
３
年
度

経
過
報
告
、
２
０
２
４
年
度

活
動
方
針
と
役
員
体
制
を
提

案
し
、
す
べ
て
の
議
案
は
可

決
・
承
認
さ
れ
た
。

　

新
議
長
に
は
河
島
理
絵
さ

ん
（
久
御
山
町
職
）、
新
事

務
局
長
に
は
西
川
翔
さ
ん

（
井
手
町
職
）
が
選
出
さ
れ

た
。

　

府
本
部
労
組
法
適
用
組
合

協
議
会（
Ｊ
Ｉ
‐
Ｕ
Ｐ
京
都
）

は
１１
月
３０
日
、
第
２５
回
総
会

を
ウ
ィ
ン
グ
ス
京
都
で
開

催
。１１
単
組
２６
人
が
出
席
し
、

２
０
２
４
年
度
の
運
動
方
針

と
役
員
体
制
を
決
定
し
た
。

　

冒
頭
、
石
田
議
長
は
コ
ロ

ナ
禍
で
の
解
雇
撤
回
闘
争
に

触
れ
「
Ｊ
Ｉ
‐
Ｕ
Ｐ
の
仲
間

は
業
種
も
職
種
も
多
岐
に
亘

り
課
題
も
バ
ラ
バ
ラ
。
職
場

の
実
情
に
合
わ
せ
て
要
求
書

を
作
成
し
各
単
組
で
交
渉
を

し
て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
。

岡
本
府
本
部
委
員
長
と
森
本

京
都
市
職
委
員
長
か
ら
、
激

励
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

　

経
過
報
告
で
は
、
２
０
２

３
年
度
は
情
報
交
換
・
交
流

会
で
指
定
管
理
者
制
度
の
学

習
会
を
開
催
し
た
こ
と
を
報

告
。
運
動
方
針
で
は
、
Ｊ
Ｉ

‐
Ｕ
Ｐ
、
府
本
部
、
単
組
が

連
携
し
て
課
題
を
解
決
し
て

い
く
こ
と
や
、
学
習
と
交
流

を
深
め
る
活
動
を
進
め
る
こ

と
を
提
起
し
た
。

　

最
後
に
石
田
議
長
の
団
結

が
ん
ば
ろ
う
で
総
会
を
締
め

く
く
っ
た
。

各単組の団結強化めざす各単組の団結強化めざす

単組の課題に応じた単組の課題に応じた
要求・交渉の実施を要求・交渉の実施を

人員確保や労働条件改善人員確保や労働条件改善
に向け、要求・交渉をに向け、要求・交渉を

青年部定期大会

JI-UP総会

町村評定期総会

公
企
職
場
は

公
企
職
場
は

ヒ
ト・カ
ネ・モ
ノ
が
不
足

ヒ
ト・カ
ネ・モ
ノ
が
不
足

公
企
評
総
会

「
な
ん
か
お
か
し
い
」

「
な
ん
か
お
か
し
い
」

��

の
声
を
要
求
に

の
声
を
要
求
に

臨
職
評
総
会

府本部現評の活動に結集を府本部現評の活動に結集を

現評定期大会
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